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・震源要素（緯度、経度、深さ、マグニチュード）は暫定値です。後日、再調査のうえ
修正されることがあります。
・本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、
東京大学、名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法
人産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法
人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所及び気
象庁のデータを基に作成しています。また、2016年熊本地震合同観測グループのオンラ
イン臨時観測点（河原、熊野座）、米国大学間地震学研究連合（IRIS） の観測点（台北、
玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを利用しています。



島根県およびその周辺地域の地震活動
２０１８年１月１日～３１日

１

［概況］

今期間、M0.5以上を観測した地震は271回（12月は273回)でした。

また、島根県内で震度１以上を観測した地震は、２回でした。

７日08時45分 島根県西部の地震（深さ13km、M2.9）により、大田市・川本町で震度１を観測し

ました。

９日05時52分 伊予灘の地震（深さ57km、M4.3：地図範囲外）により、益田市・邑南町・吉賀町

で震度１を観測しました。また、山口県周防大島町で震度３を観測したほか、中国・四国・九州地

方で震度２～１を観測しました。



［断面図］
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地震一口メモ 

 

緊急地震速報 ～警報と予報～ 

 緊急地震速報とは、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時刻や震度を予想し、

可能な限り素早くお知らせする情報のことです。この緊急地震速報には、大きく分けて「警

報」と「予報」の２種類があります。今月はこの緊急地震速報の警報と予報について解説

します。 

 

○緊急地震速報（警報） 

一般に、テレビ・ラジオや携帯電話・スマートフォンのエリアメールで見聞きする緊急

地震速報が「緊急地震速報（警報）」です。 

気象庁では、平成19年10月１日からこの緊急地震速報（警報）の発表を始めました。 

平成25年８月30日から震度６弱以上を予測した緊急地震速報は「特別警報」に位置づ

けられていますが、通常の警報と区別せず発表します。 

 

携帯電話・スマートフォン等で、右図のような緊急地震速報（警報）

のエリアメールを受信した場合、それはまさに自分に強い揺れが迫って

いることを示します。エリアメールではテレビ・ラジオとは別の報知音

が鳴ります。この報知音は各携帯電話会社共通です。緊急地震速報（警

報）が発表されたことがすぐにわかるよう、携帯電話会社のホームペー

ジで、報知音を視聴しておくことが大切です。 
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http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/rireki/rireki.html

